
          

                                             

 

 

 

人 権 の 日 

校長  鈴木 格也 

今年も早いもので、この１年の締めくくりの月となる 12月に入りました。 

12 月 10 日は「人権の日」と言われ、昭和 23（1948）年 12 月 10 日、国際連合は「すべ

ての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ尊厳と権利について平等である」とうたった世

界人権宣言を採択したことからはじまっています。今なおも終息が見えないロシアによるウクライ

ナ侵攻やイスラエル・パレスチナ問題などの紛争もありますが、私たちはより一層、人権について

考え、意識した生活を過ごし、人間としての尊厳が守られる安心した社会にしたいところです。 

さて、人権について、身近な事柄で私たちが意識して生活しなければならないことはたくさんあ

ります。例えば、人権意識をもってインターネットを利用することがあげられます。今ではパソコ

ンだけでなく、スマートフォンやタブレット端末などの通信機器で、いつでもどこでもインターネ

ットに接続できるようになりました。このような通信機器の利便性や、情報が瞬時かつ広範に伝わ

るといった特性、情報通信の容易さ、匿名性などから、インターネット上でのプライバシーの侵害

や名誉毀損などの人権侵害が頻繁に発生し、社会的に大きな影響を及ぼしていることがあります。

プライバシーの侵害としては、SNS などに他人の写真や動画を無断で公開するといった事件が発

生しています。また、特定個人を対象とした誹謗・中傷や差別的な表現の書き込みなどが深刻な問

題となっています。インターネットの利用にあたっては、ルールとマナーがあり、常に相手のこと

を考えることが大切です。 

先日、港区港南にある中央卸売市場食肉市場「お肉の情報館」で、北区人権教育研修会がありま

した。食肉市場は主に牛や豚を食肉用や皮製品用に処理し、私たちの生活を豊かにしてくれる場所

です。働く方々の様子を動画で見せていただきましたが、高度な技術力とチームワークで、手際よ

く作業されていました。しかし、ここで働く方々への誹謗・中傷が手紙やメールで送りつけられる

など、偏見と差別があり、悩まされていることを知りました。昔は、この辺りに食肉市場で働く方々

が暮らしていたこともあって、この地域を差別する言葉も聞かれたと言います。なぜ、ここで研修

会が開かれたのか、その研修会に参加した北区立小中学校の先生は、改めて人間の尊厳は守られな

ければならないことを振り返ったと思います。 

年末・年始を控え、大掃除や年始の挨拶など、お子様たちも家庭での役割を果

たしながら大きな節目を迎えます。このような時こそ、落ち着いた中で、家族ぐ

るみでこの１年間を振り返り、お互いに反省・評価し、新年の抱負を語り合うこ

とは意義あることです。学校は 12月 26日から冬季休業日に入り、来年１月８

日から登校となります。冬休みは風邪を引かないように過ごし、新しい年をお迎

えください。 

 

堀船中だより 

令和７年 １２月  第  ８  号 

北区立堀船中学校長 鈴木  格也 

（教育目標）「自ら学び自ら考え自ら行動できる生徒」の育成 



【 2年生・3年生のマナー教室実施について 】 
2年生、3年生を対象にマナー講座を実施しました。講師の方に来ていただき、2年生では、第一印象の大

切さや身だしなみ、挨拶の重要性について学び、これからの生活に役立つマナーを意識的に実践しようと決意

した生徒が多かったです。職場体験に向けて、意識せずに自然にできるマナーを目指して日々の行動を見直す

機会となりました。今回の学びは、社会で求められる礼儀正しさを身につける第一歩となるでしょう。 

3年生は、進路決定に向けての面接対策を行いました。面接の基本マナーから質問の受け答えまで、実践的

な指導を受けました。特に、面接時の第一印象が与える影響を強調し、清潔感や礼儀正しさ、落ち着いた態度

がいかに重要かを再確認しました。実際の面接を想定した練習を通じて、自己

PRの方法や適切な受け答えの技術を身につけることができました。引き続き自

分に合った進路を考え、さらなる自信を持って歩んでいけるようサポートしてい

きたいと思います。 

 

【 セブンヒルズスクール派遣生徒の報告 】 
先日、セブンヒルズスクールに派遣された堀中 2年代表生徒から、異なる文化や学びの環境に触れる貴重な

経験を得たとの報告がありました。現地の授業に参加したり、地域の特性を学ぶ機会があったり、その経験を

通じて、国際的な視野を広げ、異文化理解を深めることができたとのことです。また、セブンヒルズスクール

の生徒との交流を通じて、人間関係の重要性やコミュニケーション能力の向上を実感したようです。この貴重

な体験を今後の学びや成長に活かし、さらなる活躍を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 2年職場体験報告 】 
2年生の職場体験では、多くの企業や団体で働く現場を見学し、実際に業務を体験することができました。

体験先では、仕事に対する責任感や職場でのコミュニケーション能力が求められ、生徒たちはその重要性を実

感しました。社会での働き方や求められるスキルについて考える良い機会となり、生徒たちにとって進路を考

える上で非常に有意義な時間となりました。この経験を次に繋げ、さらに自分の進路に対する意識を高めてい

って欲しいと思います。また、本事業にてご協力いただきました各事業所の皆様大変お世話になりました。本

当にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


